
県
は
、
戦
後
80
年
の
節
目
に
、
平
和
を
希

求
す
る
「
沖
縄
の
こ
こ
ろ
」
を
県
内
外
に
発

信
す
る
と
と
も
に
、「
ユ
イ
マ
ー
ル
」
や
「
チ

ム
グ
ク
ル
」
と
い
っ
た
沖
縄
の
精
神
文
化
の

基
と
な
る
琉
球
歴
史
文
化
の
理
解
を
深
め
る

取
組
を
「
琉
球
歴
史
文
化
の
日（
11
月
１
日
）」

の
関
連
事
業
と
し
て
行
い
ま
す
。

年
間
を
通
し
て
、
教
育
・
文
化
機
関
と
連

携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

戦
後
80
周
年
平
和
祈
念
公
演

「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
芸
能
」

■
場
所
：
国
立
劇
場
お
き
な
わ　
大
劇
場

■
日
時
：
９
月
28
日（
日
）　

14
時
開
演

平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
沖
縄
戦
を
題
材
に

し
た
新
作
能
「
沖
縄
残
月
記
」
と
、
文
化
の

交
流
と
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
令
和
6
年

11
月
に
県
と
友
好
都
市
協
定
を
締
結
し
た
韓

国
済
州
道
の
芸
能
を
上
演
し
ま
す
。

博
物
館
特
別
展
「
戦
災
文
化
財
」

■
場
所
：
県
立
博
物
館
・
美
術
館

■
期
間
： 

９
月
30
日（
火
）〜
11
月
30
日（
日
）

沖
縄
戦
で
被
害
を
受
け
た
文
化
財
を
通
じ

て
戦
争
の
い
た
ま
し
さ
を
知
り
、
平
和
の
重

要
性
を
考
え
る
と
と
も
に
、
先
人
が
築
い
た

沖
縄
独
自
の
文
化
財
を
取
り
戻
し
て
き
た
軌

跡
を
紹
介
す
る
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

そ
の
他
の
取
組

先
に
記
載
し
た
取
組
以
外
に
も
、
10
月
か

ら
11
月
に
か
け
て
、
戦
中
に
途
絶
え
戦
後
復

興
を
果
た
し
た
地
域
に
根
付
く
伝
統
芸
能
な

ど
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
Ｔ
Ｖ
特
番
の
放
送

や
、
戦
後
の
沖
縄
の
歴
史
を
振
り
返
り
つ
つ
、

当
時
を
彷
彿
さ
せ
る
よ
う
な
沖
縄
の
お
笑
い

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
「
お
笑
い
で
見
る
沖

縄
戦
後
史
『
笑
い
ま
シ
ョ
ー
お
き
な
わ
』」

を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
緊
張
緩
和
と
信

頼
醸
成
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
か
じ

め
未
来
の
世
界
を
祝
福
し
、
平
和
と
安
定
を

祈
願
す
る
た
め
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
音
楽
や

芸
能
を
披
露
す
る
「
だ
れ
も
し
ら
な
い
演
芸

会 

〜
戦
後
80
年 

命
の
音 

祈
り
の
舞
〜
」
を

開
催
し
ま
す
。

問い合わせ 　文化振興課　電話：098-866-2768

沖縄の歴史と文化沖縄の歴史と文化
沖縄のこころ「チムグクル」の継承・発信に向けた取組

第５回

沖縄戦後80年・
ベトナム戦争終結50年祈念
「ベトナム、記憶の風景」
11月22日（土）～令和8年1月18日（日）

沖縄県立博物館・美術館

ル
オ
ン
・
ス
ア
ン
・
ニ
ー 

《
読
書
す
る
若
い
娘
》

各
取
組
を
紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

こ
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

11月1日は 琉球歴史文化の日

「美ら島沖縄」電子Book版と
バックナンバーは、県ホーム
ページでご覧いただけます。

［美ら島沖縄の設置場所］ 美ら島沖縄 
県内コンビニ、モノレール各駅等で無料配布しています。
また、公共機関や銀行、病院など多くの方々が利用する施
設でもご覧いただけます。新規設置施設も受け付けていま
すので、関心のある方は広報課までご連絡ください。なお、
全世帯向けの戸別配布は致しかねます。ご了承ください。

公式LINE
@okinawa-
government

公式Ｘ
@okinawa_pref

Instagram
@churashima_
okinawa_offi cial

沖縄県庁広報課 美ら島沖縄

大城副知事は、フィリピンで行わ
れた、ダバオ慰霊祭に参列しました。
ダバオでは、戦前に移民として移り
住んだ県人のうち、1万2千人余りが
太平洋戦争で尊い命を落としまし
た。副知事は、玉城知事の代読で追
悼の言葉を捧げ、戦没者のみ霊を慰
めました。

慰霊祭のほか、ダバオ市副市長や
在ダバオ日本総領事館、フィリピン
日系人会への表敬訪問や現地の方々
との交流会を通して、絆をより一層
深める機会となりました。

池田副知事は内閣府を訪れ、令和
8年度沖縄振興一括交付金の増額な
どを求めました。
近年の人件費や物価高の影響によ
り、県・市町村における事業の進捗
遅れや規模縮小など、県民生活への
影響が生じていることを説明し、予
算増額の必要性を訴えました。

内閣府一括計上予算に係る社会資
本整備関連についても、空港・港湾
の整備や河川などの防災・減災のた
めの整備を進めていく必要があるこ
とから、所要額の確保を求めました。

県内８つの平和関連施設の館長や
学芸員などが集い、平和を考えるシ
ンポジウムを開催しました。
各施設の活動紹介のほか、パネル
ディスカッションでは、沖縄戦の実
相・教訓の継承、平和発信の重要性
など、活発な議論が交わされました。
玉城知事は、沖縄から平和の心が

広がっていくことに期待し、平和を
希求する「沖縄のこころ」をより一
層強く発信しました。

知的障がいのある方々を対象とし
た空手大会が沖縄空手会館で開催さ
れました。
沖縄の先人達によって創造され、
継承されてきた空手は、厳しい鍛錬
を通して身体を鍛え、心を磨き礼節
を重んじる「平和の武」として世界
中に広く普及しており、性別、年齢、

国籍、障がいの有無を超えた文化と
して親しまれています。
玉城知事は開会式で、出場者の皆
さまを激励しました。選手達は日頃
の稽古の成果を存分に発揮され、空
手を通じた交流が深められた大会と
なりました。

ダバオ慰霊祭参列

内閣府予算増額を求める
要請

シンポジウム「みんなで継承しよう。沖縄戦の記憶　
沖縄のこころ ～8館と一緒に考える～」を開催

第5回
チャレンジング・パーソン空手

7月

6

7月

6

7月

9

7月

22

沖縄県の主な出来事県 政 フ ラ ッ シ ュ 92025
vol.6002025.07

追悼の言葉を
捧げる大城副
知事

内閣府担当者
に要請書を
手交

意見交換を行う平和関連施設の館長など

活気あふれる大会の様子

02  戦後80周年平和祈念事業　
沖縄の歴史と文化

03 県政フラッシュ
04  特集： 高齢者フレンドリーな長寿社会に

むけて
06  戦後80年 記憶と未来のタイムマシン　
［第５回　健康編］

08  沖縄県の地域外交について　
沖縄県の地域外交の取組について

 読者の声
09  県の動き１　
下水道の大切さ、一緒に考えてみませんか？

  県の動き２　
沖縄特区・地域税制に係る各種制度の紹介に
ついて

10  Fun Fan Local  ［vol.5 南城市］
 アンケート＆プレゼント　
11  県の動き３　
９月は「健康増進普及月間」です

12 情報ひろば
14  県の動き４　
おきなわ＃7119電話相談窓口について

 広報課からのお知らせ

静けさ漂う海の中をゆっ
たりと泳ぐウミガメの姿
に、沖縄の穏やかな時間
を感じます。こんな日常
がずっと続きますように。
（撮影：上出 俊作）

「波も、時も、ゆっくりと」
今月の表紙

人口・世帯の動き（2025年７月１日現在）

65万7,962世帯
※前月比540世帯増加

146万5,247人
※前月比64人増加

総人口 世帯数

3 美 ら 島 沖 縄 2025.9

５年に一度、
全員参加の
統計調査

９月20日から
調査書類を
お届けします
キャンペーンサイト




